
横浜市立 鉄小学校 令和４年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

道徳教育
①本校の特色である稲作活動を通して、保護者・地域と連携し、土に親しみ、人から学ぶ体験活動と食育の充実を
図る。②たて割り活動を通して「自分にできることは何か」を考え、役割意識をもつことで自己実現できるように取り
組み、道徳教育でも豊かな体験を生かして指導を行う。

担当 行事充実

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

『人とかかわり　創り出す　笑顔あふれる鉄小』～まちにふれ、土に親しみ、人から学び、ともにのびゆく鉄の子～
○自ら気づき、考え、粘り強く学び続ける子を育てます。
○自分らしさを生かし、他者を認め、思いやることのできる子を育てます。
○健康や安全の大切さに気づき、自らの心と体を大切にする子を育てます。
○まちの伝統・文化や自然環境を大切にし、自らできることに取り組もうとする子を育てます。
○人とのコミュニケーションを通して、相手の文化や考え方を理解・尊重し、行動しようとする子を育てます。

(１）豊かな心に関わる児童の実態　子どもたちは、男
女問わず仲良く、地域や保護者、学生ボランティアなど
たくさんの『人』と関わりをもちながら落ち着いた雰囲気
で生活をしている。
　アンケートの結果からも、全体としては自尊感情や規
範意識は高い。しかしながら、自信をもって自分の良さ
を表出したり発揮したりしていくことには、消極的な児
童も多い。また、学級数が少ないためか、一人ひとりの
イメージが固定化されやすくなる傾向もある。　コミュニ
ケーション能力を高め、友達と関わり合いながら、自己
肯定感を高めるようにする必要がある。

（２）これまでの学校の取組状況　学級の枠をこえた多
くの人とコミュニケーションがとれるよう、異学年とのふ
れあいであるたてわり活動や、地域・保護者との関わ
り等を多く取り入れる。その際は、体験的な活動・学習
となるよう教育活動の中に計画的に位置付けるように
した。
　毎月の職員会議での児童理解や学校生活アンケー
トなどを通じて、児童の実態把握に努め、全職員での
共通理解を図っている。

・学校行事や各教科等、豊かな体験との関連を図った道徳の指導を行う。
・たてわり活動を通して、集団の中で役割意識を育むようにする。

目標を実現するための具体的行動プラン
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【道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育】
　各学年で、学校行事や各学習と道徳の指導計画との関連を見通し、年間を通して効果的に道徳
の学習を展開できるようにする。実生活との関連や体験的な活動を重視した取組を充実させる。
【地域等と連携した体験的な活動】
  稲作や野菜の栽培活動を通して、地域の方の協力のもと保護者とも連携し、土に親み、「いの
ち」を大切にする心を育てる。
【異学年交流の充実】
  １～６年のたてわりグループを編成し、集会やたてわりピクニック等の活動を通して異学年との豊
かな関わりを築き、集団の中での役割意識を育む。また、校外学習・宿泊体験学習等では2学年
毎のペア活動も充実させ、自己有用感を高め、思いやりの心がもてるようにする。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

〈主体的に物事に取り組む力〉
〈持続可能な社会を意識した行動〉

〈コミュニケーション能力〉

具体化した資質・能力

主体性　粘り強く学習に取り組む力
自分から関わろうとする力

相手に伝えるための発信力
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中期取組目標
伝統と歴史のあるまちにおいて、学校を軸に保護者・地域と連携し、土に親しみ、人から学ぶ体験活動を充実させることにより、豊かな心を
育て、自信をもって、自ら考え自ら学び、社会を生き抜く力を育成します。
○まちの「人」とのつながりを意識し、豊かな体験を通して、まちを愛する心を育てます。
○違いを認め、他者を思いやり、自分も人も大切にする子を育てます。
○学んだことを自信をもって人に伝えようとする、自分にできることはなにかを考えようとする学びに向かう力、人間性を育てます。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①漢字の習熟や学習の習慣づくり、読書習慣づくりのために、年3回の鉄漢字検定、毎週火曜日の読書タイムや読
み聞かせに取り組む。②重点研究では、「主体的、対話的で深い学び」の実現を図るための授業改善に努め、３つ
の資質能力を育む。

健康教育
①アイアンタイム(体育集会)に向け、ドッジボール・縄跳び・持久走を行い、体力向上に取り組む。
②健康タイムを活用し、学校保健委員会のテーマにそって、集会や学級での実践活動を行い、児童が主体的に健
康習慣づくりに取り組む。

担当 学力向上 担当 生活広報

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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横浜市学力・学習状況調査等からの実態調査
　１．学力の概要と要因の分析
　令和元年度と比較すると、令和３年度は２年生と３年
生で横浜市平均より若干下がっているものの、４、５、
６年生では、平均を超えていることが分かる。
　学習意欲や生活意識は、ばらつきがあるものの、特
に、２、４、５年生では、意識が高い。引き続き、各学年
に応じた授業改善が望まれる。

　２．経年変化の状況と要因の分析
    各学年や各教科によってばらつきはあるが、学習意
欲や生活意識の高さがみられた。これは、自力で考え
たことを、友だちと学び合ったり話し合ったりして共有し
あい、共通点や相違点に気付き、深い学びにつながる
よう重点的に授業改善に取り組んできたことが影響し
ていると考えられる。一方で算数科においては、学習
意欲・教科学習の成績共に、市平均を下回っている学
年も見られた。そのため、今年度は、重点研究として算
数科を取り上げる。算数科の学習に対して苦手意識を
抱いている児童も見られるため、まずは、日常生活の
中から課題意識をもち、問題解決しようとする思いを
もって学習に入れるようにする。基本的な考え方を大
切にしながら物事を多面的・多角的に捉え、問題解決
する方法を柔軟に考えられるよう指導していく。習熟度
には個人差が見られることを考慮し、子どもたち自身で
自分にあった練習問題を用意し取り組めるようにする
などの支援もしていく。

自ら考え、学び合い、活発な話し合いを通した深い学びの姿を目指す
(1)健やかな体に関する児童生徒の実態
　令和元年度と比較すると、令和３年度は、体力が若
干横浜市平均よりどの学年も下がっている。これは、コ
ロナ禍に入り、生活習慣が大きく変化したことも要因の
一つになるのではないだろうか。ただ、生活意識につ
いては、２年前よりも意識が高くなっている。特に、５年
生１年生の体力を向上させる必要がある。

（２）これまでの学校の取組状況
　体育科では、体力向上のための運動を重点化すると
ともに、生涯体育に向けてどの子でも運動に親しめる
学習内容や計画を立てた。
　保健体育科では、心身の成長に伴う変化についても
各学年ごとに応じて取組み、養護教諭と連携して実態
に応じた授業を目指した。
　行間タイムに鉄アイアンタイムを設定し、月１回、「走
る」「跳ぶ」などの様々な領域の運動に親しむ時間を設
定した。

生涯にわたる心身の健康に関心を持ち自ら運動に親しむ姿を目指す

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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〇各学年の昨年度の実態と今年度に向けた具体的な手立て
・３年生は、学習意欲と生活意識において、横浜市の平均を大幅に上回っていた。一方の教
科学習では、算数が市平均を下回っていた。この結果から、特に算数科において基礎基本の
定着を図り、学習意欲の高さを継続できるよう、学習活動を工夫する。
・４年生は、学習意欲と生活意識が市平均を下回っていた。そのため、学習の困難性よりも学
ぶ楽しさを感じられる活動を工夫する。また学習内容の基礎基本を丁寧に確認し、練習問題
に取り組み、その際にもスモールステップを意識し指導していく。
・５年生は、学習意欲と生活意識、教科学習の成績において、市平均を大幅に上回った。３年
生までの学習の積み重ねが発揮されたのではないかと考えられる。今後も、基礎基本を身に
つけ、自分の考えを発信できる姿を目指し指導を続ける。
・６年生では、学習意欲と生活意識については市平均を大幅に上回り、教科学習の成績につ
いても市平均を若干上回った。今年度も学習意欲を維持しながら、学力の向上につなげられ
るよう、学習し、考える楽しさを感じられる活動の工夫などを引き続き行う。
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　体育の授業では、生涯体育に向けてどの子でも運動に親しめる学習内容や計画を立て、実行す
る。また、保健授業では、心身の成長に伴う変化についても各学年ごとに応じて取組み、養護教
諭と連携し実態に応じた授業を目指す。
　月１回、鉄アイアンタイムを設定する。年間計画を立て、実行に移す。前期は、「投げる」「跳ぶ」
を中心に実施する。アイアンタイムの活動と連携して、休み時間や体育の時間に、サッカー、ドッジ
ボール、バスケットボール、縄跳び、持久走などの運動に取組、充実を図る。
  健康教育では学校保健委員会の年間テーマをきめ、健康タイムを活用した児童保健給食委員
会を中心とした児童の主体的な活動を通して健康の保持増進に向けた意識の向上をはかる。ま
た、学級ごとに学校保健委員会テーマにそった目標や取り組みを考えて実践していく。学校保健
委員会では家庭や学校医等と連携を大切にし、より効果的な活動を進めるための意見交換を行
う。
　体育科（保健）・特別活動では必要に応じ養護教諭等とのTTでの授業や外部講師を活用した行
い、健康に関する児童の理解をより深めることができるようにする。
　本校の特色である地域と連携した稲作や野菜作りなどの活動と関連させながら、食育を通した
健康教育を行い、地域の方々の児童の健康に対する思いを知るとともに、生涯にわたって健康を
保持増進しようとする意欲を育てる。


